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　今年度の国際ロータリーのテーマは、
「ロータリーのマジック」です。多くの人々
を救うロータリーの力を認識して、これ
をさらに広げようとするものです。
　国際ロータリー２６７０地区のテーマ
は、「インパクトをもたらそう　青少年に
夢を」で、より大きなインパクトをもた
らすために、１．ポリオの根絶、２．ロー
タリー財団への寄付、３．「青少年に夢を」
プロジェクトの実践が優先事項の１番目
に掲げられています。
　以上のような目標を実現していくため
には、会員にロータリーに関する知識や
理解を深めてもらい、ロータリアンとし
て、積極的に奉仕活動に参加してもらう
ことが重要です。
　そのために、入会者に対してロータリー
の楽しさ、歴史、奉仕の理念、目的、会
員としての責務をわかりやすく情報提供
し、ロータリー会員としての知識を深め
てもらうようにします。また、すべての
会員のロータリーに関する知識が深まる
ように努めてまいります。

　会員増強退会防止に関しては現在の
ロータリークラブには、人口減少、少子
高齢化など様々な問題があります。
　それらに対応する様　国際ロータリー
クラブでは下記提案をされています。

クラブ運営の柔軟性
（国際ロータリークラブ　MY　RORARY）
　毎週の例会への出席、朝食・昼食時の
例会、従来の職業分類、高いコストなど、
以前からロータリークラブで採用されて
きた方法や要件は、ロータリーに関心を
寄せる人の入会を妨げる要因となること
がしばしばあります。異なる考え方、背景、
職業、専門分野、才能、リソースをもつ
人たちの入会・参加を促すには、創造的
な方法を取り入れることが大切となりま
す。　新しいアプローチを取り入れるこ
とに関心があるクラブは、標準ロータリー
クラブ定款で認められている通りクラブ
細則に独自の変更を加えることができま
す。変更を加えるかどうかの裁量はクラ
ブに委ねられているため、例会やその形
式、出席要件、会員種類について現行の
方法を維持することもできます。会員の
ニーズにより良く応えていくために柔軟
性をクラブに導入すべきかどうかを、一
度クラブで話合ってみることをお勧めし
ます。
　高松グリーンロータリークラブも例会
頻度と出席要件の検討　会員種類（法人
会員・家族会員・若い会員のための会員）
の検討クラブモデルの検討等　新規会員
を増やし現有会員の退会を防止するため
今後話しあって行く必要があると思いま
す。
　今年一年　会員増強退会防止に会員の
皆様のご協力をお願い致します。
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　職業分類については、時代の流れに応じて職業分類の充填・未充填を見直して職業分類を整理したいと

思います。

会員選考に当たっては、会員増強委員会との連携を密にし、推薦された新会員候補者がクラブ会員としての

資質に合致するか、以下の基準に従って選考を行っていきたいと考えています。

　1.　候補者本人の人格や評判は良いか。

　2.　所属する会社・組織の評判は良いか。

　3.　「奉仕精神」にあふれて、常に学びの姿勢があるか。

　4.　会員として例会や事業に積極的に参加する意欲があるか。

職 業 分 類・会 員 選 考 委 員 会

職業分類

138

充　　填

33

正会員数

36

未 充 填

105


